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検討体制（案）

〇懇談会の下にガイドライン作成にあたっての視覚障害者誘導対策などの継続検討課題を
検討・整理する踏切道等における視覚障害者誘導対策ワーキング・グループを設置

〇WG開催前に懇談会委員へ資料を共有し、事前に意見を述べる機会を確保するとともに
WG開催後に議事・資料を再度共有

○WGでの議論を踏まえ、懇談会にてガイドラインの内容について審議する

＜踏切道等における視覚障害者誘導対策ワーキング・グループ体制（案）＞
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検討の進め方（案）

道路空間のユニバーサルデザインを考える懇談会
（検討体制、検討の進め方 等）

踏切道等における視覚障害者誘導対策WG
（ガイドライン改定原案の作成、事例調査 等）

道路空間のユニバーサルデザインを考える懇談会
（ガイドライン改定案の決定、事例調査状況の報告 等）

パブリックコメント、ガイドライン改定 等
（踏切内に設置する「表面凹凸のついた誘導表示等」の構造）

その他の課題は、令和５年度以降に引き続き検討
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